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の
一
層
の
健
康
と
活
動
の
設
展
を
祈
っ
て
潤
筆
す
る
。

一
九
八
九
年
九
月
京
都
同
朋
合
出
版

B
5
列

七

O
八
頁
四
九
四
四

O
園

呉
樹
卒
著

秦
漢
文
献
研
究

林

春

樹

秦
漢
時
代
に
関
係
す
る
史
料
の
う
ち
、
『
史
記
』
や
、
近
年
設
見
さ
れ
た
雲

夢
睡
虎
地
竹
簡
な
ど
の
諸
文
献
に
劃
し
て
は
銃
に
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
前
者
に
つ
い
て
は
、
「
『
史
記
』
皐
」
も
し
く
は
「
司
馬
遷
皐
」

と
も
稽
す
る
べ
き
新
た
な
皐
問
領
域
を
形
成
し
得
る
ほ
ど
に
膨
大
な
「
量
」
の

研
究
が
夜
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
周
知
の
事
貸
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

れ
と
は
劉
照
的
に
、
他
の
著
作
、
例
え
ば
沼
障
の
そ
れ
に
代
表
さ
れ
る
種
々
の

『
後
漢
書
』
、
あ
る
い
は
そ
の
租
本
の
一
つ
と
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
『
東
観
漢

記
』
な
ど
に
つ
い
て
は
極
め
て
僅
か
な
研
究
し
か
設
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

が
中
園
古
代
史
皐
史
の
一
つ
の
飲
陥
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
否
定
し
得
な
い
事

寅
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
書
評
を
試
み
る
英
樹
卒
氏
の
『
秦
漢
文
献
研
究
』
は
、
秦
漢
時
代
関

係
の
文
献
研
究
に
存
在
す
る
そ
の
よ
う
な
閲
隙
を
埋
め
る
業
績
と
し
て
貴
重
な

著
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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本
書
の
構
成
を
「
目
録
」
に
従
っ
て
紹
介
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

雲
夢
秦
簡
所
反
映
的
秦
代
社
曾
階
級
朕
況

従
竹
筒
本
《
秦
律
》
看
秦
律
律
篇
的
歴
史
源
流

竹
関
本
《
秦
律
》
的
法
律
観
及
其
前
後
的
因
革



《
東
観
漢
記
》
的
援
修
経
過
及
作
者
事
略

《
東
翻
漢
記
》
的
書
名

《
東
観
漢
記
》
的
材
料
来
源

《
東
観
漢
記
》
中
的
本
紀
、
表
、
列
停
、
載
記
和
序

奈
畠
撰
修
的
《
東
観
漢
記
》
十
志

《
東
観
漢
記
》
的
流
俸

鼠
入
《
東
観
漢
記
》
的
俄
文

挑
之
騎
輯
本
《
東
観
漢
記
》

四
庫
館
臣
輯
本
《
東
観
漢
記
》

四
庫
館
臣
輯
本
《
東
観
漢
記
》
輿
《
北
堂
書
妙
》

《
東
機
漢
記
》
的
飲
陥
和
諸
家
後
漢
書

附
録

顧従 沼沼
棟臨 降際
高折 A A 

《漢後後
春墓 漠漠
tk竹 書 書
大筒 ~ ~ 

事《 輿輿
表奥 《 華
》聞東崎
略》観《
論看 漢後
孫記漢
武》書
的》
進
歩
回
"ょ，、
想

《
風
俗
通
義
》
雑
考

《
氾
時
間
之
書
》
述
略

侯
瑳
及
《
漢
由
昆
徳
俸
》
考

上
記
の
目
次
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
に
お
い
て
は
章
別
の
構
成
法

は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
最
初
の
三
編
が
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
に
関
す

る
論
考
、
次
の
十
一
編
が
『
東
観
漢
記
』
に
関
す
る
論
考
、
次
の
=
一
編
が
『
風

俗
逼
義
』
な
ど
、
漢
代
に
著
さ
れ
た
種
々
の
著
作
に
関
す
る
個
別
的
論
考
、
次

の
三
編
が
史
書
の
健
裁
を
中
心
と
し
た
論
考
、
次
の
六
編
が
沼
障
の
『
後
漢

書
』
に
関
す
る
論
考
、
「
附
録
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
最
後
の
二
縞
が
秦
漢
以

外
の
時
代
を
扱
っ
た
文
献
に
関
す
る
論
考
、
と
い
う
よ
う
に
、
各
論
考
が
そ
の

内
容
に
も
と
予つ
い
て
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
配
列
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
全
盛
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
形
成
す
る
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
以
下
で
は
、
各
々
の
論
文
の
概
略
を
逐
次
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

各
グ
ル
ー
プ
の
終
わ
り
ご
と
に
必
要
に
際
じ
て
評
者
の
所
感
を
記
す
こ
と
と

し
、
そ
れ
を
以
て
本
書
の
書
評
に
か
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
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紀
停
堕
史
書
中
《
列
女
停
》
創
始
考

紀
惇
堕
史
書
中
《
孝
子
俸
》
創
始
始
末
考

新
本
《
史
記
》

φ

二
十
四
史
。
的
校
勘

関
子
沼
際
謀
反
問
題
的
探
討

活
路
《
後
漢
書
》
的
撰
修
年
代

沼
際

《
後
漢
書
》
的
志

沼
際
《
後
漢
書
》
的
《
紀
俸
例
》

雲
夢
暖
虎
地
秦
簡
に
関
す
る
最
初
の
論
文
で
あ
る
「
雲
夢
秦
筒
所
反
映
的
秦

代
社
舎
階
級
紋
況
」
で
は
、
秦
が
持
っ
て
い
た
「
封
建
園
家
」
的
性
格
や
そ
の

法
律
運
用
の
特
色
、

お
よ
び
ウ
ク
ラ
l
ド
と
し
て
の
秦
の
奴
隷
制
に
つ
い
て
考

察
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
〔
一
]
の
前
宇
に
お
い
て
は
、
「
田
律
」
以

下
の
律
文
を
史
料
と
し
て
、
秦
が
「
皇
帝
・

皇
族

・
官
吏
・
地
主
が
一
睡
と
な

171 
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っ
て
全
一
園
の
大
部
分
の
土
地
を
盤
断
す
る
『
封
建
園
家』」

で
あ
っ
た
こ
と
が

主
張
さ
れ
、
後
学
に
お
い
て
は
、

秦
に
よ
る
法
律
運
用
の
質
能
川
が
殴
酷
且
つ
怒

-定的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
質
が
、

尋
問書
」
や
「
法
律
答
問
」
な
ど
を

史
料
と
し
て
明
か
に
さ
れ
る
。
ま
た

つ
一〕
で
は
、
「
法
律
答
問
」
以
下
の
秦

律
の
記
載
に
も
と
つ
い
て
次
の
二
つ
の
事
貨
の
確
認
、
す
な
わ
ち
、

ω秦
代
は

封
建
制
の
確
立
期
で
は
あ
っ
た
が
、
未
だ
に
奴
隷
制
的
ウ
ク
ラ
l
ト
も
残
存
し

て
い
た
こ
と
、

ωそ
の
結
果
秦
の
支
配
階
級
は
、

封
建
制
度
に
よ
っ
て
新
た
に

誕
生
し
た
農
民
階
級
と
、
奴
隷
制
度
の
残
淳
と
し
て
嘗
時
庚
汎
に
存
在
し
て
い

た
奴
隷
階
級
の
雨
者
か
ら
の
抵
抗
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
の
二
黙

の
確
認
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

ωの
事
貨
が
、
奈
帯
図
を
短
命
に
終
わ
ら
せ

る
要
因
と
な
っ
た
、
と
い
う
設
が
展
開
さ
れ
る
。

次
の

「
従
竹
関
本
《
秦
律
》
看
秦
律
律
篇
的
歴
史
源
流
」
で
は
、
先
ず
、
秦

の
商
鞍
の
六
律
が
秦
律
の
淵
源
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
縮
い

て
、
そ
の
秦
律
が
漢
の
律
(
特
に
粛
何
の
九
章
律
)
に
輿
え
た
影
響
や
、
秦
律

と
は
異
な
っ
た
九
輩
律
の
濁
自
性
な
ど
に
つ
い
て
考
察
が
加
え
ら
れ
る
。
因
み

に
著
者
に
よ
れ
ば
、
新
何
の
九
章
律
に
は
刑
法
的
性
絡
と
行
政
法
的
性
格
と
を

区
別
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
現
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
秦
律
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
漢
代
の
律
の
特
色
で
あ
る
と
い
う
。

雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
に
関
す
る
最
後
の
論
考
で
あ
る
「
竹
筒
木
《
秦
律
》
的
法

律
翻
及
其
前
後
的
因
革
」
の
議
論
の
要
旨
は
お
よ
そ
以
下
の
四
黙
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

ω竹
筒
本

「
秦
律
」
の
法
律
相慨に
強
い
影
響
を
奥
え
た
商
数

の
法
律
嗣
酬
は
、
「
法
律
で
生
産
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
生
を
安
定
さ
せ

る
一
方
に
お
い
て
、
刑
罰
の
強
化
に
よ
っ
て
犯
罪
を
防
止
す
る
こ
と
が
結
果
的

に
民
衆
の
幸
福
に
通
じ
る
」
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
「
そ
の
こ
と

が
君
主
の
地
位
を
安
定
さ
せ
、
そ
の
権
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
も
な
る
」
と
確

信
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ωこ
れ
に
劃
し
て
竹
筒
本
「
秦
律
」
自
陸
の
法
律
観

は
、
主
と
し
て
法
律
に
よ
る
君
主
権
強
化
を
目
指
す
、
中
央
集
権
的
志
向
の
強

い
も
の
で
あ
っ
た
。

ω秦
の
始
皇
帝
に
よ
る
全
園
統
一
は
、
商
鞍
以
来
の
法
家

の
法
治
主
義
が
も
た
ら
し
た
成
果
で
あ
る
が
、
始
皇
喬
自
身
の
法
治
主
義
は
民

生
へ
の
配
慮
を
飲
い
た
回
収
酷
一
透
倒
の
も
の
で
あ
っ
た
。
秦
が
統
一
後
ま
も
な

く
滅
亡
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
川
刊
秦
の
失
政
に
同
学
ぶ

こ
と
が
多
か
っ
た

漢
の
支
配
階
級
の
法
律
槻
の
特
色
は
、
始
皇
帝
に
よ
る
極
端
な
法
治
主
義
を
改

め
、
こ
れ
に
徳
治
主
義
を
加
味
し
た
黙
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
で
あ

る
。雲

夢
睡
虎
地
秦
簡
を
め
ぐ
る
著
者
の
考
察
は
以
上
の
よ
う
に
概
括
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
賞
一
該
一
文
献
に
つ
い
て
は
現
在
も
な
お
、
著
者
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
員
参
な
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
(
特
に
日
本
に
お
い
て
顕
著
な
傾
向
で
あ
る
が
、)

雲
夢
陸
虎
地
秦
簡
が
示
す
諸
事
質
を
、
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
あ
る

が
ま
ま
に
「
了
解
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
新
た
な
古
代
史
像
を
構
築
す
る
た
め

の
努
力
が
協
和
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
周
知
の
事
貨
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

な
現
貨
に
鑑
み
る
時
、
評
者
の
よ
う
な
門
外
漢
が
嘗
該
文
隊
を
め
ぐ
る
研
究
に

針
し
て
何
ら
か
の
論
評
を
差
し
挟
む
こ
と
は
時
間
賭
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
著
者

が
、
「
雲
市
F
秦
簡
所
反
映
的
秦
代
社
曾
階
級
紋
況
」
に
お
い
て
、
中
園
に
お
け

る
従
来
の
理
解
を
踏
襲

(も
し
く
は
再
確
認
)
す
る
か
た
ち
で
秦
一
一
帝
園
の
性
格

を

「封
建
園
家
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
黙
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
籾
山
明
氏

が
、
楊
寛
氏
の
『
戟
園
史
』
に
針
す
る
書
一
評
の
中
で
行
わ
れ
た
以
下
の
よ
う
な

指
摘
、
す
な
わ
ち
、
「
あ
る
祉
曾
を
封
建
制
と
規
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
(
中

略
)
『
地
主
』
が
(
中
略
)
自
己
の
内
に
完
結
し
た
経
済
外
強
制
の
シ
ス
テ
ム

を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
園
家
権
力
を
分
割
す
る
、
文
字
通
り
の
封
建
地
主
で
あ
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る
黙
こ
そ
が
透
明
さ
れ
る
べ
お
〕
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
、
そ
の
ま
ま
著
者
の

理
解
に
射
す
る
批
剣
と
し
て
も
安
賞
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う

次
第
で
あ
る
。
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「
《
東
観
漠
記
》
的
撰
修
経
過
及
作
者
事
略
」
か
ら
「
《
東
観
漢
記
》
的
飲
陥

和
諸
家
後
漢
書
」
ま
で
の
、
『
東
観
漢
記
』
に
関
す
る
十
一
編
の
論
文
は
合
計

一
八
七
頁
に
お
よ
ぶ
量
的
豊
富
さ
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
て

い
る
問
題
の
多
様
性
か
ら
見
て
も
、
本
書
の
中
心
を
篤
す
部
分
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
、
各
論
考
ご
と
に
そ
の
概
略
を
紹
介
し
、
そ
の
う
え
で
若
干

の
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

「《
東
観
漢
記
》
的
撰
修
経
過
及
作
者
事
略
」
は
、

『東
観
漢
記
』
の
編
纂

過
程
を
後
漢
の
各
皇
帝
の
治
世
ご
と
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
に
お
い
て
同
書
の
編
纂
に
か
か
わ
っ
た
人
々
の
名
前
と
そ
の
略
歴
を
紹
介
し

た
有
盆
な
論
考
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
要
旨
は
次
の
三
黙
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

ω明
脅
時
代
に
お
け
る
政
治
的
・
経
済
的
安
定
期
に
班
固
と

い
う
す
ぐ
れ
た
歴
史
家
が
出
現
し
た
こ
と
が
、
『
東
観
漢
記
』
の
著
作
が
始
め

ら
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
こ
と
。

ωそ
の
班
固
と
、
劉
珍
お
よ
び
禁
固
目
と

が
、
同
書
の
成
立
に
最
も
貢
献
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
。

ω三
園
時
代
に
入

っ
て
も
随
時
『
東
観
漢
記
』
の
増
補
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
。
以
上
で
あ
る
。

次
の

「《
東
観
漢
記
》
的
書
名
」
で
は
世
田
一
該
一
書
の
名
祷
の
繁
濯
が
考
察
さ
れ

て
お
り
、

ω後
漢
時
代
か
ら
一
一
一
園
時
代
ま
で
は
そ
れ
が
『
漢
記
』
と
よ
ば
れ
て

い
た
こ
と
、

ω南
北
朝
時
代
頃
か
ら
、
萄
慌
の
『
漢
紀
』
と
の
混
同
を
避
け
る

た
め
に
、
次
第
に
『
東
観
漢
記
』
の
名
稿
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

ωそ
の
名
稽
が
定
着
し
た
の
は
宋
代
以
後
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。「《

東
観
漢
記
》
的
材
料
来
源
」
は
『
東
観
漢
記
』
の
主
要
な
史
料
源
を
追

求
し
た
論
考
で
あ
り
、
皇
帝
な
ど
の
私
的
言
動
を
記
し
た
「
起
居
注
」
、
同
じ

く
そ
の
公
的
言
動
を
記
し
た
「
注
記
ハ
著
記
〉
」
、
あ
る
い
は
蘭
牽
や
東
翻
に
保

管
さ
れ
て
い
た
園
書
や
公
文
書
の
ほ
か
、
「
功
朕
」
、
す
な
わ
ち
臣
下
に
命
じ

て
書
か
せ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
租
先
に
関
す
る
記
録
、
さ
ら
に
は
私
人
の
著
作

な
ど
、
種
々
の
記
録
や
著
作
が
『
東
観
漢
記
』
の
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ

と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
《
東
観
漢
記
》
中
的
本
紀
、
表
、
列
博
、
裁
記
和
序
」
の
主
題
は
、
『
東
観

漢
記
』
の
本
紀
か
ら
序
に
い
た
る
ま
で
の
各
叙
述
類
型
の
性
格
を
明
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
上
こ
こ
で
は
以
下
の
論
貼
を
紹
介
す
る
に
と
ど

め
た
い
。

ω本
紀
に
つ
い
て
U
「更
始
本
紀
」
が
た
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
正
統
論
か
ら
離
れ
て
、
自
由
且
つ
客
観
的
立
場
か
ら
叙

述
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
文
章
・
内
容
と
も
に
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
に

比
べ
る
と
遜
色
が
目
立
つ
。

ω列
俸
に
つ
い
て
リ
初
め
て
「
列
女
傍
」

を
た
て

た
可
能
性
が
あ
る
。

ω載
記
に
つ
い
て
H
H
卒
林
・
新
市
・
下
江
・
公
孫
述
以
外

に
も
、
正
統
論
的
観
黙
に
も
と
づ
い
て
赤
眉
・
隣
容
な
ど
の
博
記
が
載
記
に
列

せ
ら
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。

ω序
に
つ
い
て
H

正
し
い
意
味
に
お
け
る
批

評
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
冗
長
な
美
辞
麗
句
に
堕
し
て
い
る
。
以
上
で
あ
る
。

績
く

「茶
色
撰
修
的
《
東
観
漢
記
》

十
志
」
で
は
、
先
ず

〔
一
〕
と
し
て
、

奈
邑
が
四
十
歳
代
牢
ば
で
「
十
志

(
後
漢
、
第
十
代
の
皇
帯
で
あ
る
桓
脅
の
設

で
あ
る
『
志
』
字
を
避
け
て
『
十
意
』
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
ど
を
完
成

す
る
ま
で
の
過
程
が
彼
の
経
歴
に
則
し
て
述
べ
ら
れ
、
〔
二
〕
で
は
そ
の
十
士山

の
具
程
的
編
名
を
め
ぐ
っ
て
、

ω察
単
が
編
纂
し
た
十
士
山
と
は
、
「
律
暦
」
・

「
穫
祭
」
・
「
郊
柁
」・「
天
文
」
・
「
地
理
」
・
「
車
販

(
輿
服
)
」
・
「
朝
倉
」
の
七
編

qυ ヴ
d噌ム
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に
、
未
知
の
三
編
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

ωこ
こ
で
い
う
未
知
の
三

編
と
は
、
『
漢
書
』
の
十
志
に
含
ま
れ
て
い
る
「
刑
法
」
・
「食
貨
」
・
「
五
行
」
・

「鰐
泊
」
・
「慈
文
」
以
外
の
縞
目
で
あ
っ
た
こ
と
、
の

二
つ
の
事
貨
が
明
か
に

さ
れ
る
。

ま
た
〔
一
ニ
〕
で
は
、
逸
文
中
に
散
見
さ
れ
る
奈
笛
の
「
表
志
」
な
る

も
の
が
、
十
志
の
序
文
に
相
賞
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
、
そ
の

上
で
〔
四
〕
に
お
い
て
は
、
そ
の
表
志
と
十
志
の
逸
文
・

合
計
四
十
一
僚
が
提

示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
朝
帰
国
志
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
察
畠
の
濁
創
に
も

と
づ
く
編
目
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
東
観
漢
記
』
に
関
す
る
論
考
の
第
六
編
目
に
相
暗
闇
す
る
「
《
東
翻
漢
記
》

的
流
俸
」
は
同
書
の
成
立
か
ら
散
逃
ま
で
の
過
程
を
概
観
し
た
論
文
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
、

後
漢
末
期
に
は
そ
の
潟
本
が
庚
く
流
布
し
、
且
つ
多
く
の
人
々
に

認
ま
れ
て
い
た

『東
槻
漢
記
』
が
、
活
障
の

『
後
漢
書
』
の
成
立
以
後
、
次
第

に
等
閑
観
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
元
代
に
は
現
在
と
ほ
ぼ
同

じ
程
度
に
散
泡
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
の

二
貼
を
中
心
と
し
た
考
察
が
行

わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
鼠
入
《
東
観
漢
記
》
的
僑
文
」
以
下

「
四
庫
館
臣
輯
本
《
東
観
漢

記
》
奥
《
北
堂
墨
田
紗
》
」
ま
で
の
四
編
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
散
逸
し
た
後
の

『
東
観
漢
記
』
(
つ
ま
り
同
書
の
逸
文
〉
を
主
題
と
し
た
論
文
で
あ
り
、
各

各
、
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

先
ず
「
笈
入
《
東
槻
漢
記
》
的
俄
文
」
で
は
、
各
種
の
注
穣
や
類
書
に
引
用

さ
れ
た

『
東
翻
挟
記
」
の
逸
文
に
は
引
用
者
に
よ
る
改
鑓
が
加
え
ら
れ
て
い
る

場
合
が
多
い
こ
と
を
明
か
に
し
、
次
の

「挑
之
掴
輯
本

《東
観
漢
記
》
」
で
は
、

挑
氏
輯
本
の
飲
貼
と
し
て
、

ω遺
漏
が
多
い
こ
と
、

ω原
本
の
構
成
を
無
視
し

て
逸
文
を
配
列
し
て
い
る
こ
と
、

ω考
訂
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、

ω出
典
を

記
し
て
い
な
い
こ
と
、
の
四
黙
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
「
四
庫
館
臣
輯
本

《
東
観
漢
記
》
」
は
同
輯
木
の
長
所
と
短
所
と
を
明
か
に
し
た
論
考
で
あ
っ
て
、

蛍
該
書
の
長
所
と
し
て
、
銚
氏
穂
本
が
持
っ
て
い
た
欽
陥
を
大
幅
に
改
善
し
て

い
る
貼
を
翠
げ
る
一
方
に
お
い
て
、

短
所
と
し
て
は
逸
文
の
蒐
集
が
未
だ
不
十

分
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
配
列
に
誤
り
や
不
適
切
な
黙
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
銚
氏
韓
本
に
見
ら
れ
た
問
題
鮎
が
依
然
と
し
て
完
全
に
は
排
拭
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
「
四
庫
館
匡
輯
本
《
東
観
漢
記
》
輿

《
北
堂
書
紗
》
」
は
、
四
庫
全
書
所
収
の
『
東
観
漢
記
』
の
逸
文
の
う
ち
、
『
北

堂
書
紗
』
か
ら
採
ら
れ
た
そ
れ
が
、
明
代
の
陳
属
議
が
刻
し
た
『
北
堂
書
紗
』

に
擦
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
論
文
で
あ
る
。

『
東
観
漢
記
』
に
関
す
る
最
後
の
論
考
で
あ
る
「
《
東
観
漢
記
》
的
飲
陥
和

諸
家
後
漢
書
」
で
は
多
岐
に
渉
る
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
要
旨
は

以
下
の
三
黙
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ω『
東
観
漢
記
』
に
は
曲
筆
が

加
え
ら
れ
た
記
事
や
無
用
な
史
料
が
多
い
と
い
う
歓
黙
の
ほ
か
、
そ
れ
が
未
完

で
あ
る
と
い
う
問
題
貼
が
あ
っ
た
。

ω『
東
観
漢
記
』
を
基
本
史
料
と
し
て
、

謝
承
以
下
の
人
々
に
よ
っ
て
種
々
の

『後
漢
書
』

が
書
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

ω謝
承
の
『
後
漢
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
所
謂
「
諸

家
後
漢
書
」
が
『
東
観
漢
記
』
を
基
本
史
料
と
し
て
い
る
こ
と
は
事
責
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
に
は
『
東
観
漢
記
』
に
は
存
在
し
な
い
、
濁
自
の
史
料
や
項
目
が

見
出
さ
れ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
以
上
で
あ
る
。

『
東
観
漠
記
校
注
』

上
下
二
巻
と
い
う
努
作
の
編
者
で
も
あ
る
奥
樹
卒
氏
に

よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
『
東
観
漢
記
』
に
関
す
る
よ
記
十
一
編
の
論
考
が
蛍
該
書

に
関
す
る
最
初
の
木
格
的
且
つ
嫡
総
合
的
な
研
究
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な

い
。
ま
た
、
著
者
の
検
討
に
よ
っ
て
初
め
て
説
得
力
の
あ
る
解
答
が
輿
え
ら
れ

た
『
東
観
漢
記
』
を
め
ぐ
る
懸
案
|
|
例
え
ば
、
『
東
観
漢
記
』
の

「
十
志
」

と
は
具
陸
的
に
何
を
指
す
の
か
と
い
う
問
題
な
ど
ー
ー
が
数
多
く
存
在
す
る
こ

A
-'々

句

i



と
も
事
貧
で
あ
り
、
そ
の
貼
か
ら
見
て
も
、
本
書
に
枚
め
ら
れ
た
十
一
編
の
論

考
が
貴
重
な
業
績
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
著
者
の
研
究
に
つ
い
て
批
列
す
る
べ
き
重
要
事
項
が
存
在
し
な

い
こ
と
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
著
者
に
よ
る
詳
細
な

「
文

献
皐
間
研
究
」
が
達
成
さ
れ
た
結
果
、
新
た
に
生
じ
た
「
史
皐
史
的
課
題
」
を

具
観
的
に
確
認
し
、
そ
れ
を
以
て
上
記
の
諸
論
文
に
射
す
る
批
評
に
か
え
た
い

と
思
う
。
そ
の
新
た
な
課
題
と
は
、
評
者
を
含
む
中
園
史
民
子
史
の
研
究
者
全
慢

に
輿
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
嘗
一該書
に
関
す
る
『
史
皐
史
的
、

も
し
く
は
内
面
的
研
究
』
の
達
成
」
と
約
言
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
に
よ
っ
て
徹
密
な
文
献
事
的
研
究
が
寅
現
さ
れ
た
現

在
、
我
々
、
中
図
史
摩
史
の
研
究
者
に
輿
え
ら
れ
た
新
た
な
課
題
は
以
下
の
四

熱
、
つ
ま
り
、

ω『
東
観
漢
記
』
と
そ
の
著
者
た
ち
の
史
皐
思
想
に
見
出
さ
れ

る
特
色
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
が
書
か
れ
た
時
期
ご
と
に
分
け
て
個
別
的
に
解

明
す
る
こ
と
、

ωそ
の
結
果
を
総
合
し
て
嘗
一
該
書
狽
自
の
史
象
思
想
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
、

ωさ
ら
に
そ
れ
を
、
後
漢
初
期
に
蘭
肇
に
お
い
て
書
か
れ
た
種

種
の
記
録
や
、
数
E

日
南
北
朝
時
代
の
著
作
で
あ
る
「
諸
家
後
漢
書
」
に
見
出
さ

れ
る
様
々
な
史
皐
思
想
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
、

ωそ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ

て
、
『
東
観
漠
記
』
と
そ
の
著
者
た
ち
の
史
皐
思
想
を
中
園
史
皐
思
想
史
の
上

に
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
、
の
四
貼
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き

た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

四
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「《
風
俗
通
義
》
雑
考
」
は、

上
掲
の
『
東
観
漢
記
校
注
』
に
加
え
て
『
風

俗
通
義
校
四
梓
』
と
い
う
著
書
を
も
有
す
る
奥
樹
卒
氏
が
、
漢
代
史
に
関
す
る
重

要
史
料
で
あ
る
『
風
俗
遁
義
』
に
つ
い
て
、
各
種
の
輯
木
ご
と
に
そ
の
文
章
の

脱
漏
や
飢
れ
を
指
摘
し
て
そ
れ
ら
を
補
足

・
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
嘗
該
書
の

版
本
の
問
題
や
、
そ
の
著
者

・
隠
勧
の
経
歴
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
論
文
で

あ
る
。ま

た
「
《
氾
勝
之
書
》
述
略
」
は
、
前
漢
の
成
帝
時
代
の
御
史
で
あ
っ
た
氾

勝
之
が
著
し
た
農
業
書
で
あ
る
『
氾
勝
之
書
』
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
同
書
が
出
現
し
た
必
然
性
、
も
し
く
は
必
要
性
な
ど
を
追
求
し
た

一
文
で

あ
る
。一

方
、
「
侯
遵
及
《
漢
皇
徳
停
》
考
」
は
、
実
宏
の
『
後
漢
紀
』
と
並
ん
で

重
要
な
編
年
程
の
後
漢
史
で
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
散
逸

し
て
し
ま
っ
た
侯
穫
の
『
漢
皇
徳
停
』
に
関
す
る
数
少
な
い
貴
重
な
奪
論
で
あ

っ
て
、
そ
こ
で
は
以
下
の
諸
事
項
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

ω著
者
で
あ
る

侯
瑳
が
後
漢
末
期
の
敦
爆
に
生
き
た
、
園
識
に
詳
し
い
文
皐
者
粂
歴
史
家
で
あ

っ
た
こ
と
。

ω『
漠
皇
徳
俸
』
の
主
な
史
料
も
ま
た
『
東
観
漢
記
』
で
あ
っ
た

こ
と
。

ω地
方
の
一
文
化
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
侯
蓮
が
、
そ
の
よ
う
に
『
東
観

漢
記
』
を
参
照
し
得
た
と
い
う
事
貧
に
よ
っ
て
、
同
書
が
庚
く

一
般
に
流
布
し

て
い
た
こ
と
が
関
接
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
。
以
上
で
あ
る
。
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以
上
の
各
論
考
が
特
定
の
史
料
あ
る
い
は
著
作
を
扱
っ
て
い
た
の
に
到
し

て、

「
紀
俸
佳
史
書
中

《
列
女
俸
》
創
始
考
」
と

「
紀
停
堕
史
書
中
《
孝
子

俸
》
創
始
始
末
考
」
で
は
、

「
列
女
停
」
と
「
孝
子
俸
」
と
い
う
、
紀
惇
鐙
の

「俸
」
に
お
け
る
こ
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
成
立
過
程
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

す
な

わ
ち
前
者
に
お
い
て
は
「
列
女
俸
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
〔
劉
向
の
『
列
女

俸』

↓
班
昭
の
『
女
誠
』

↓

『
東
翻
漢
記
』
の
列
女
に
関
す
る
俸
記
↓
謝
承
の

『
後
漢
書
』
の
列
女
に
関
す
る
俸
記
↓
沼
障
の
『
後
漢
書
』
の
「
列
女
停
」
〕
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と
い
う
系
譜
が
、
ま
た
後
者
に
お
い
て
は
「
孝
子
俸
」
の
成
立
に
つ
い
て
、

〔
劉
向
の
『
孝
子
園
惇
』
↓
『
東
観
漢
記
』
の
孝
子
に
関
す
る
停
記
↓
華
崎
の

『
後
漢
書
』
の
孝
子
に
関
す
る
停
記
↓
沼
醸
の
『
後
漢
書
』
の
孝
子
に
関
す
る

博
記
↓
沈
約
の
『
宋
書
』
の
「
孝
義
博
」
〕
と
い
う
系
譜
が
想
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
に
お
い
て
も
、
や
は
り
『
東
観
漢
記
』
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
新
本
《
史
記
》
等
ゴ
一

十
四
史
。
的
校
勘
」
は
所
謂
「
標
黙
本
二
十
四
史
」
の
特
色
に
関
し
て
、
そ
の

長
所
な
ど
を
列
傘
し
た
一
文
で
あ
る
。

ム
ノ、

『
後
漢
書
』
が
後
漢
史
に
関
す
る
基
本
史
料
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
現
在

『
後
漢
書
』
と
言
え
ば
、
南
朝
の
宋
の
活
躍
が
著
し
た
そ
れ
に
、
西
耳
目
の
司
馬

彪
の
『
績
漢
書
』
の
志
類
を
併
せ
た
も
の
を
指
す
こ
と
は
周
知
の
事
質
で
あ
る

が
、
本
書
の
本
編
の
最
後
に
は
、
そ
の
沼
障
の
『
後
漢
書
』
(
以
下
「
沼
書
」

と
略
稽
す
る
)
の
本
紀
と
列
博
、
お
よ
び
、
そ
の
存
在
や
内
容
に
つ
い
て
様
々

な
問
題
を
含
ん
だ
、
活
書
自
畿
の
士
山
類
を
考
察
の
封
象
と
し
た
六
編
の
論
考
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
最
初
の
「
関
子
治
降
謀
反
問
題
的
探
討
」
で
は
、
活
障
の
謀
反
事

件
を
め
ぐ
っ
て
、
清
の
王
鳴
盛
の
『
十
七
史
一
商
一
権
』
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
、

「
苅
障
に
は
明
確
な
叛
意
は
無
か
っ
た
」
と
す
る
一
般
的
見
解
に
劃
す
る
反
論

が
行
わ
れ
る
一
方
に
お
い
て
、
活
路
の
謀
反
の
歴
史
的
意
義
に
就
い
て
は
、
そ

れ
が
結
局
支
配
階
級
内
部
の
権
力
争
い
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
評
僚
が
下

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
沼
隊
《
後
漢
書
》
的
撰
修
年
代
」
で
は
、
そ
の
題
名
が
明
示
し
て
い

る
と
お
り
沼
書
の
著
述
が
行
わ
れ
た
年
代
の
考
詮
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
同
書

が
通
設
の
よ
う
に
宋
の
文
一
帝
の
元
嘉
元
年
(
四
二
四
年
)
で
は
な
く
、
元
嘉
九

年
(
四
三
二
年
)
以
後
、
数
年
開
を
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見

解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
「
活
障

《
後
漢
書
》
的
志
」
は
、
活
書
自
鐙
の
士
山
類
に
就
い
て
次
の
諸

黙
を
明
ら
か
に
し
た
論
考
で
あ
る
。

ω沼
書
を
述
作
す
る
た
め
の
助
手
と
し
て

謝
僚
と
い
う
人
物
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
。

ωそ
の
謝
綴
の
手
助
け
を
得
て
、

沼
障
自
身
、
「
百
官
」
・
「
躍
繁
」
・
「
輿
服
」

・
「
五
行
」
・
「
天
文
」
・
「
州
都
」
・

「
律
暦
」
・
「
刑
法
」
・
「
食
貨
」
・
「
義
文
」
の
十
志
を
著
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
。

ω「
百
官
士
山
」
な
ど
、
そ
の
一
部
は
寅
際
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
。

ωし
か
し

「
後
漢
書
注
補
志
序
」
の
中
で
劉
昭
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
も
梁
の

頃
に
は
散
逸
し
て
し
ま
い
、
活
書
自
睦
の
士
山
類
は
「
全
閥
」
の
状
態
に
な
っ
て

い
た
こ
と
。
以
上
で
あ
る
。

次
の
「
沼
陣
《
後
漢
書
》
的
《
紀
俸
例
》
」
は
活
書
の
「
紀
俸
例
」
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
は
紀
俸
例
一
般
に
つ
い
て
、
讃
者
に
様
々
な
理
解
を
提
供
し
て
く

れ
る
有
盆
な
考
察
で
あ
っ
て
、
そ
の
要
旨
は
以
下
の
四
黙
で
あ
る
。

ω「
紀
停

例
」
と
は
、
「
多
所
訣
殺
日
屠
」
(
沼
書
、
光
帯
紀
上
、
李
賢
注
所
引
)
や

「
嬢
春
秋
、
唯
李
琴
、
日
食
、
地
震
書
、
徐
悉
備
子
士
山
」
(
活
書
、
安
一
帝
紀
、

李
賢
注
所
引
)
の
よ
う
に
、
本
紀
や
列
俸
を
書
く
場
合
の
「
凡
例
」
の
こ
と
で

あ
る
。

ωし
か
し
そ
れ
は
翠
な
る
凡
例
で
は
な
く
、
歴
史
書
の
一
言
一
句
に
深

い
一
意
味
を
託
す
と
い
う
所
謂
「
春
秋
の
筆
法
」
、
あ
る
い
は
「
微
言
大
義
」
の

思
想
を
背
景
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ω王
先
謙
な
ど
は
、
沼
書
の

紀
惇
例
は
未
完
成
で
あ
っ
た
と
設
い
て
い
る
が
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
沼
堂
一
回
の
紀
停
例
は
完
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
沼
書
は
そ
れ
に
忠
寅
に
従

っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
川
刊
沼
書
の
そ
の
よ
う
な
紀
停
例
は
、
劉
昭
や

劉
知
幾
に
よ
っ
て
賞
賛
さ
れ
る
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
本
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文
と
は
別
に
世
に
俸
え
ら
れ
て
い
た
た
め
に
現
在
ま
で
に
そ
の
大
部
分
が
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。

績
く
「
沼
際
《
後
漢
書
》
奥
牽
崎
《
後
漢
書
ど
と
い
う
一
文
で
は
、
現
在

で
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
古
来
名
著
の
血
管
れ
が
高
い
、
西
耳
百
の

華
帽
の
『
後
漢
書
』
と
沼
室
田
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

ω前
者
の
鐙

例
・
序
文
・
論
賛
な
ど
が
後
者
に
強
い
影
響
を
輿
え
た
こ
と
、

ωた
だ
し
沼
障

は
、
華
嶋
の
『
後
漢
書
』
の
史
論
の
冗
長
な
部
分
を
省
略
、
あ
る
い
は
書
き
換

え
る
な
ど
し
て
、
そ
れ
を
充
分
に
自
分
の
も
の
に
し
た
う
え
で
利
用
し
て
い
る

こ
と
、
の
二
黙
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

沼
警
に
関
す
る
一
連
の
考
察
の
最
後
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
は
「
沼
際
《
後
漢

書
》
輿
《
東
観
漢
記
》
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
書
に
収
録
さ
れ
た
す
べ
て
の

論
考
の
う
ち
で
も
出
色
の
一
文
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
論

文
で
は
次
の
よ
う
な
表
面
的
な
考
察
、
つ
ま
り
「
史
論
の
上
で
沼
書
に
影
響
を

輿
え
た
書
物
が
華
崎
の
『
後
漢
書
』
で
あ
っ
た
の
に
射
し
て
、
具
鐙
的
な
史
料

を
活
書
に
提
供
し
た
書
物
は
『
東
観
漢
記
』
で
あ
っ
た
」
と
い
う
趣
旨
の
考
察

と
蛍
行
し
て
、
「
沼
障
が
『
東
観
漢
記
』
の
記
事
を
ど
の
よ
う
な
観
黙
か
ら
取

捨
選
揮
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
の
追
求
」
、
換
言
す
れ
ば
「
活
路
自
身
の

債
値
観
や
鹿
史
観
を
め
ぐ
る
内
面
的
考
察
」
が
試
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
因
み
に
著
者
の
理
解
に
従
え
ば
、
一
般
に
は
皐
に
活
障
が
『
東
観
漢
記
』

の
記
述
の
冗
長
さ
を
嫌
っ
て
大
幅
に
そ
れ
を
短
縮
し
た
結
果
で
あ
る
と
見
倣
さ

れ
て
い
る
、
下
掲
の
〔
1
〕
・
〔
2
〕
の
よ
う
な
事
賞
、
す
な
わ
ち
、
〔
1
〕
『
東

観
漢
記
』
に
そ
の
記
録
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
箔
書
に
お
い
て
そ
の
簿
記

が
削
除
さ
れ
て
い
る
人
物
に
は
外
戚
と
そ
の
関
係
者
が
多
い
と
い
う
事
賞
、

〔
2
〕
皇
帝
の
詔
令
や
臣
下
の
上
奏
文
の
多
く
が
沼
書
に
お
い
て
は
全
文
、
ま

た
は
大
幅
に
削
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
賞
、
の
背
後
に
も
、
箔
臨
時
の
反
権
力

的
性
向
が
看
取
さ
れ
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
活
障
の
償
値
観
や
歴

史
観
の
特
色
の
理
解
に
封
し
て
新
機
軸
を
提
供
す
る
興
味
深
い
見
解
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
東
観
漢
記
』
の
場
合
と
同
様
、
従
来
は
専
論
に
乏
し
か
っ
た
箔
書
と
そ
の

志
類
、
あ
る
い
は
活
様
自
身
に
闘
す
る
上
記
・
六
編
の
論
考
を
一
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
本
書
を
得
た
こ
と
は
、
評
者
を
含
む
中
園
史
皐
史
の
研
究
者
に
と
っ

て
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
特
に
、
第
三
編
の
「
活
躍
《
後
漢
書
》
的
士
山
」
以

下
、
最
後
の

「
活
障

《
後
漢
書
》
輿
《
東
観
漢
記
》
」
に
い
た
る
四
編
の
論
文

は
以
下
の
四
黙
、
す
な
わ
ち
、

ω沼
書
の
志
類
や
紀
俸
例
に
つ
い
て
、

ω活
書

と
『
東
観
漢
記
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
同
沼
書
と
華
橘
の
『
後
漢
書
』
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
川
刊
沼
様
自
身
の
債
値
観
や
歴
史
観
に
つ
い
て
、
新
見
解
を
提

出
し
た
業
績
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
論
考
を
収
め
た
本
書
が
、
今
後
、
中
園
史

皐
史
研
究
者
に
と
っ
て
必
讃
の
文
献
と
な
る
こ
と
は
閲
違
い
な
い
も
の
と
恩
わ

れ
る
。
た
だ
、
最
初
の
二
編
、
す
な
わ
ち
「
関
子
活
路
謀
反
問
題
的
探
討
」
と

次
の
「
沼
降
《
後
漢
書
》
的
撰
修
年
代
」
に
関
し
て
は
、
あ
く
ま
で
評
者
の
個

人
的
感
想
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
「
謀
叛
を
企
て
た
泡
際
の

心
理
(
例
え
ば
そ
の
屈
折
し
た
「
ル
サ
ン
チ
マ
ン
」
な
ど
〉
は
ど
の
よ
う
な
歴

史
的
背
景
の
中
で
形
成
さ
れ
た
も
の
な
の
か
」
と
い
う
、
著
者
の
関
心
と
は
夫

元
を
異
に
し
た
興
味
を
、
ま
た
、
後
者
に
射
し
て
は
「
活
霊
園
の
成
立
年
代
が
元

嘉
元
年
で
あ
る
か
九
年
で
あ
る
か
と
い
う
遠
い
に
如
何
な
る
意
味
が
あ
る
の

か
」
と
い
う
疑
問
を
感
じ
た
こ
と
も
事
貧
で
あ
り
、
こ
の
貼
を
敢
え
て
附
言
さ

せ
て
戴
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
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そ
れ
ら
が
先
秦
時
代
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献
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に
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」
と
し
て
本
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編
か
ら
区
別
す
る
か
た
ち
で
収
録
さ
れ
た
の
が

「
従
臨
好
漢
墓
竹
筒
《
呉
問
》

宥
孫
武
的
進
歩
思
想
」
と
「
顧
棟
高
《
春
秋
大
事
表
》
略
論
」
と
い
う
二
編
の

論
文
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
で
は
、
新
出
土
史
料
で
あ
る

「
呉
問
」
に
も
と

づ
い
て
、
丘
一
家
の
思
想
家
と
し
て
有
名
な
孫
武
の
社
合
思
想
や
経
済
思
想
の
特

色
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
事
賞
、
す
な
わ
ち
、

「
孫
武
が
、
吐

舎
が
奴
隷
制
か
ら
封
建
制
へ

移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
た
う
え

で
、
そ
の
よ
う
な
朕
況
を
前
提
と
し
て
富
園
強
兵
政
策
の
質
現
を
目
指
し
て
い

た
こ
と
、
し
か
も
、
戦
争
が
園
家
財
政
に
大
き
な
負
揺
を
輿
え
る
こ
と
も
十
分

に
認
識
し
て
い
た
こ
と」

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

一
方
後
者
は
、

清
の
顧

棟
高
(
一
六
七
九
J
一
七
五
九
〉
が
そ
の
生
涯
を
か
け
て
完
成
し
た

『
春
秋
大

事
表
』
と
い
う
大
著
に
関
す
る
事
論
で
あ
り
、
そ
の
長
所
と
し
て
、
刷
所
謂

「
三
停
」
の
い
ず
れ
を
も
偏
重
し
て
い
な
い
こ
と
、

ω「
春
秋
の
筆
法
」
や

「微
言
大
義
」
の
思
想
か
ら
自
由
な
立
場
に
あ
る
こ
と
、

ω『
春
秋
』
の
記
事

を、

嘗
時
の
歴
史
的
伏
況
の
な
か
で
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、

ω考
設

が
精
確
で
あ
る
こ
と
、
の
四
黙
を
指
摘
し
た
論
文
で
あ
る
。

八

以
上、

英
樹
卒
氏
の
著
書
で
あ
る
『
秦
漢
文
献
研
究
』
に
収
め
ら
れ
た
各
論

考
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
若
干
の
論
評
を
記
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る

が
、
本
書
に
関
す
る
書
評
を
終
え
る
に
嘗
た
り
、

一
種
の
論
文
集
と
し
て
の
性

格
を
も
有
す
る
蛍
該
奮
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
、
最
後
に
本
書
全
鐙
に
到
す
る

評
者
の
所
感
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

評
者
自
身
は
書
誌
祭
や
文
献
間
竿
と
、
史
民
平
史
と
の
聞
に
は
皐
問
上
、
性
格
の

相
違
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
同
時
に
、
前
二
者
を
以
て
、
思
想
史
の

一

分
野
で
あ
る
後
者
に
謝
し
て
基
礎
的
事
寅
を
提
供
す
る
役
割
を
掘
っ
た
研
究
分

野
で
あ
る
と
見
倣
す
立
場
を
採
る
者
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
よ

う
な
評
者
が
『
秦
漢
文
献
研
究
』
と
題
さ
れ
た
本
蓄
を
議
了
し
た
現
在
、

深
い

感
銘
を
究
え
て
い
る
と
い
う
事
貨
の
裡
に

こ
そ
本
書
の
居
間
債
が
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
そ
の
題
名
が
示
す
よ
う
な
同
単
な
る
文

献
象
的
研
究
で
は
な
く
、
史
同
学
史
的
、
さ
ら
に
は
思
想
史
的
洞
察
に
満
ち
た
著

作
な
の
で
あ
っ
て
、
本
書
の
最
大
の
特
色
も
ま
さ
に
そ
の
貼
に
存
す
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註(

l

)

籾
山
明
氏
「
批
評
・

紹
介
楊
寛
著
『
戟
園
史
』
(
新
版
)」

洋
史
研
究
』
第
四
十
一
各
第
三
抗
、
一

九
八
二
年
)
。

(
2
)

本
書
で
は
司
馬
彪
の
『
綴
波
書
』

の
志
類
に
つ
い
て
は
扱
わ
れ
て
い

な
い
が
、
最
近
、
福
井
重
雅
数
授
よ
り
、

『
綴
漢
書
』

の
志
類
に
関
し

て
は
以
下
の
よ
う
な
募
者
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
と
の
御
数
示
を
賜
っ
た

の
で
、
以
下
に
紹
介
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
し
た
い
。
間
山
・』・
7
白

2
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